
地球の資源を大切に！！　再生紙を使用しています。
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９月定例会９月定例会

当初予算の約1/3の額111億6812万円を増額補正
財政調整基金は27億8897万円の取り崩しを予定
当初予算の約1/3の額111億6812万円を増額補正
財政調整基金は27億8897万円の取り崩しを予定

一般会計補正予算

8月30日

31日、9月1日
4日

5日

6日
7日

◎開会	
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
○一部議案の審議
　（質疑・討論・採決）	
○決算審査特別委員会の設置
◇決算審査特別委員会
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
◇決算審査特別委員会
　（普通会計決算の状況及び
　 質疑 ・ 各課質疑 )
◇決算審査特別委員会
　（総括質疑）
　（事務整理日）
○議案等の審議
　（委員長報告
　 質疑・討論・採決）
○追加議案等の上程
○提案理由の説明
○追加議案等の審議
　（質疑・討論・採決）
○諸般の報告
◎閉会

会期日程
　

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会

は
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
７

日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
は
、
７
月

５
日
に
本
市
を
襲
っ
た
豪
雨

災
害
の
復
旧
に
配
慮
し
、
一

般
質
問
を
行
わ
ず
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
も
２
日
間
の

日
程
で
行
う
と
い
う
異
例
の

も
の
で
し
た
。

　

開
会
日
に
は
市
長
か
ら
報

告
５
件
を
含
む
29
件
の
議
案

等
が
上
程
さ
れ
た
ほ
か
、
意

見
書
案
１
件
、
請
願
書
１
件

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
副
市
長
等
２
件
の
人

事
案
件
に
つ
い
て
は
即
日
採

決
を
行
い
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
ま
し
た
。
副
市
長
不

在
で
あ
っ
た
本
市
に
と
っ

て
、
今
後
災
害
の
復
旧
・
復

興
を
行
っ
て
い
く
上
で
そ
の

ポ
ス
ト
の
決
定
は
念
願
で
あ

り
、
そ
の
手
腕
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
る
も
の
で
す
。

　

本
定
例
会
で
は
平
成
28
年

度
決
算
の
審
査
を
行
っ
た
ほ

か
、
豪
雨
災
害
に
伴
う
一
般

会
計
１
１
１
億
円
を
超
え
る

増
額
補
正
予
算
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
財
政
状
況
が
順

風
満
帆
と
は
言
え
な
か
っ
た

本
市
の
財
政
状
況
に
と
っ

て
、
今
回
の
災
害
は
大
き
な

痛
手
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
く
、
市
政
の
転
換
期
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件
　議案等の詳細な審査と結
果の報告を委員会に委ねる
ことを「委員会付託」といい、
付託された委員会は審査の
結果を本会議で報告します。
ここでは各常任委員会で審
査された案件等の一部を掲
載しています。

【9 月定例会】

左
記
の
方
々
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　

朝
倉
市
副
市
長

　
　

中な
か

野の　

信し
ん

哉や　

氏

　

朝
倉
市
固
定
資
産
評
価
委
員

　
　

中な
か

野の　

信し
ん

哉や　

氏

　

公
平
委
員
会
委
員

　
　

井い
の
う
え上　

恒つ
ね

夫お　

氏
（
菩
提
寺
）

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

久く

ぼ保
山や
ま　

憲け
ん

二じ　

氏
（
小
田
）

　
　

林
　
は
や
し
　
　

利と
し
の
り則　

氏
（
黒
川
）

　
　

太お
お

田た　

浩こ
う

二じ　

氏
（
上
秋
月
）

　
　

高た
か
く
ら倉　

保や
す
ゆ
き之　

氏
（
杷
木
星
丸
）

人
事
案
件

人
事
案
件
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☆
一
般
会
計
予
算
は
災
害
復

旧
に
伴
い
大
幅
な
増
額

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
増
額
補

正
の
要
因
は
、
７
月
５
日
に

発
生
し
た
豪
雨
災
害
に
伴
う

緊
急
的
か
つ
応
急
的
な
措
置

に
関
す
る
も
の
及
び
中
長
期

的
な
復
旧
、
復
興
に
関
す
る

も
の
が
大
多
数
で
し
た
。
財

源
が
不
足
す
る
部
分
に
充
当

す
る
財
政
調
整
基
金
に
関
し

て
は
、
平
成
28
年
度
末
残
高

の
約
43
億
円
か
ら
約
28
億
円

を
取
り
崩
す
予
定
で
あ
り
、

こ
の
ま
ま
い
け
ば
残
高
は
約

15
億
円
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

今
後
、
財
源
が
不
足
す
る

部
分
に
対
し
て
国
や
県
か
ら

充
当
し
て
も
ら
え
る
見
込
み

は
薄
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、

緊
急
か
つ
迅
速
な
措
置
が
必

要
で
あ
っ
た
と
は
言
え
ど

も
、
今
後
の
財
政
運
営
に
大

き
な
不
安
を
残
す
も
の
と
な

り
ま
す
。

災
害
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

健
康
増
進
と
医
療
費
削
減
で

　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
改
善
を

豪
雨
災
害
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　
　
　
　
の
復
旧
事
業
費
が
増
大

総
務
文
教
常
任
委
員
会

環
境
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
基
幹
系
仮
想
サ
ー
バ
群
の

機
器
類
及
び
教
職
員
用
の
パ

ソ
コ
ン
を
購
入
し
ま
す

　

本
委
員
会
に
は
、
２
件
の

財
産
の
取
得
に
関
す
る
議
案

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
79
号
議
案
は
、
住
民
基

本
台
帳
シ
ス
テ
ム
、税
情
報
、

福
祉
情
報
な
ど
で
使
用
し
て

い
る
基
幹
系
仮
想
サ
ー
バ
を

構
築
し
て
い
る
機
器
類
が
６

年
を
経
過
す
る
た
め
、
入
れ

替
え
を
行
う
も
の
、
第
80
号

議
案
は
、
市
内
小
中
学
校
の

教
職
員
が
教
務
及
び
事
務
作

業
に
使
用
す
る
６
年
以
上
が

経
過
し
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

２
７
９
台
を
更
新
す
る
も
の

で
す
。
い
ず
れ
の
案
件
に
関

し
て
も
必
要
な
措
置
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、

全
員
異
議
な
く
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
平
成
28
年
度
朝
倉
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
決
算

を
認
定

　

平
成
28
年
度
の
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
数
は
１
万

４
４
３
６
人
と
な
り
、
平
成
27

年
度
に
比
べ
て
５
８
５
人
減

少
し
ま
し
た
。
こ
の
要
因
は
、

社
会
保
険
制
度
の
適
用
対
象

の
拡
大
と
、
加
入
年
齢
を
迎
え

た
方
の
後
期
高
齢
者
医
療
へ

の
制
度
移
行
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険

税
の
収
納
率
が
年
々
向
上
し

て
い
ま
す
。
歳
出
で
は
、
保
険

給
付
費
が
56
・
２
％
を
占
め
て

い
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
と
比

べ
て
２
億
４
２
０
７
万
円
減

少
し
て
い
ま
す
。こ
の
要
因
は
、

被
保
険
者
数
の
減
少
や
、
一
部

の
薬
が
減
額
改
定
さ
れ
た
影

響
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
療
養
諸
費

を
見
る
と
、
一
人
あ
た
り
年
間

40
万
３
千
円
と
な
り
、
平
成
27

　

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ

た
議
案
12
件
と
請
願
１
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

☆
災
害
復
旧
事
業
等
に
伴
う

補
正
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

　

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部

豪
雨
に
伴
い
、
水
道
事
業
会

計
で
は
、
杷
木
浄
水
場
の
被

災
に
伴
う
移
動
式
浄
水
装
置

の
借
り
上
げ
料
、
杷
木
浄
水

場
及
び
配
水
管
の
修
繕
工
事

等
で
４
億
７
５
０
３
万
円
の

増
額
、
下
水
道
事
業
会
計
で

は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場

や
浄
化
槽
の
災
害
復
旧
事
業

等
で
１
億
４
８
８
４
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
委
員

会
で
被
災
状
況
及
び
復
旧
状

況
な
ど
を
確
認
し
、
全
員
異

議
な
く
承
認
、
可
決
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
は
、
道

路
、
橋
り
ょ
う
及
び
河
川
の

災
害
復
旧
事
業
と
し
て
43
億

７
２
５
２
万
円
の
増
額
、
農

林
業
関
係
の
災
害
復
旧
事
業

と
し
て
15
億
７
８
０
０
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
激

年
度
と
比
較
し
て
３
０
８
４

円
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
高
い
水
準
で
す
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
３
億

６
８
２
６
万
円
の
歳
入
不
足

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
29

年
度
予
算
か
ら
の
繰
上
充
用

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
倉
診
療
所
の
運
営

に
関
し
て
は
、
平
成
29
年
度
か

ら
全
国
健
康
保
険
協
会
の
健

康
診
断
を
受
け
入
れ
る
た
め

に
、
平
成
28
年
度
に
診
療
所
内

の
工
事
や
シ
ス
テ
ム
の
整
備

を
行
い
、
受
診
者
を
増
や
す
た

め
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

委
員
会
で
は
、
被
保
険
者
の

健
康
増
進
と
医
療
費
の
削
減

に
向
け
た
執
行
部
の
更
な
る

努
力
を
期
待
し
、
全
員
異
議
な

く
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま

し
た
。

甚
災
害
指
定
を
受
け
、
国
の

補
助
率
は
上
が
り
ま
す
が
、

災
害
復
旧
事
業
に
は
莫
大
な

予
算
が
必
要
で
あ
り
、
市
の

負
担
も
大
変
大
き
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

☆
被
災
し
た
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を

　

今
回
の
豪
雨
災
害
に
よ
り

多
く
の
事
業
所
が
被
災
し
ま

し
た
。
し
か
し
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
施

設
、
設
備
、
運
営
等
に
対
す

る
補
助
金
な
ど
の
財
政
支
援

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

復
旧
、
再
興
、
地
域
経
済

の
立
て
直
し
の
た
め
に
補
助

金
制
度
の
早
急
な
創
設
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
、
請
願

書
を
採
択
、
国
及
び
関
係
機

関
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

被災した杷木浄水場
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他
の
自
治
体
か
ら
の
派
遣

職
員
を
受
け
入
れ
る
た
め
、

派
遣
職
員
に
対
す
る
災
害
派

遣
手
当
、
公
舎
借
上
料
、
派

遣
元
自
治
体
へ
の
負
担
金
、

人
材
派
遣
職
員
委
託
料
な
ど

で
す
。

　

杷
木
浄
水
場
の
被
災
に
伴

う
、
移
動
式
浄
水
装
置
の
借

り
上
げ
料
、
杷
木
浄
水
場
及

び
配
水
管
の
修
繕
工
事
な
ど

で
す
。

　

農
地
、
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
の
単
独
事
業
に
係
る
個

人
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

経
費
を
含
む
、
農
林
業
関
係

の
災
害
復
旧
事
業
費
で
す
。

　

７
月
５
日
に
本
市
を
襲
っ
た
未
曾
有

の
大
災
害
は
、
緊
急
的
か
つ
応
急
的
な

対
応
を
迫
ら
れ
た
結
果
、
多
額
の
費
用

を
必
要
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計

１
１
１
億
６
８
１
２
万
円
、
企
業
会
計

６
億
２
３
８
７
万
円
の
増
額
補
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
財
源
と
し
て
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
等
も
あ
り
ま
す
が
、
全
額

が
ま
か
な
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
足
す
る
財
源
と
し
て
、
財
政
調
整
基

金
の
充
当
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

と
お
り
に
取
り
崩
し
が
行
わ
れ
た
場
合

に
は
、
平
成
28
年
度
末
に
約
43
億
円
の

残
高
で
あ
っ
た
も
の
が
、
約
28
億
円
の

取
り
崩
し
で
、
残
高
が
約
15
億
円
ま
で

減
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
執
行
部
は
10
年
に
及
ぶ
復
興
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
ふ
る
さ
と

朝
倉
の
地
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
議
会

も
執
行
部
と
共
に
復
旧
・
復
興
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あさくら市議会だより平成29年11月15日号 【平成 29 年度補正予算】

平成29年度補正予算
災害復旧・復興で膨らむ予算

一般会計　111億 6812万円
企業会計　　　6億 2387万円 の増額

一般会計補正は当初予算の約1/3の増 額　予算規模は418億7812万円に一般会計補正は当初予算の約1/3の増 額　予算規模は418億7812万円に

一般会計　111億 6812万円
企業会計　　　6億 2387万円 の増額

未
曾
有
の

　

災
害
復
旧
に
向
け
て

　

被
災
地
の
思
い
や
願
い
を

反
映
さ
せ
、
復
旧
、
再
生
、

発
展
さ
せ
る
朝
倉
市
復
興
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　

災
害
に
対
応
す
る
公
用
車

が
不
足
し
た
た
め
、
20
台
を

購
入
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
に
設
置
さ
れ
た
設

備
や
食
事
な
ど
、
避
難
所
の

運
営
に
係
る
経
費
で
す
。

　

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
へ

の
災
害
弔
慰
金
・
災
害
見
舞

金
、
人
命
捜
索
に
必
要
な
重

機
の
借
上
料
や
そ
の
燃
料

代
、
給
水
支
援
に
係
る
水
道

協
力
負
担
金
、
住
宅
の
応
急

修
理
・
障
害
物
除
去
経
費
な

ど
で
す
。

　

被
災
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
活
動
支
援
金
及
び
自
治

公
民
館
の
修
繕
費
補
助
金
で

す
。

　

災
害
現
場
や
火
災
現
場
に

向
か
う
途
中
で
水
に
浸
か
る

な
ど
し
て
故
障
し
た
消
防
団

車
両
６
台
の
修
理
費
で
す
。

「
災
害
復
旧
・
復
興

 
計
画
策
定
経
費
」
に

１
７
０
０
万
円

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　

推
進
費
」
に

３
２
０
０
万
円

「
災
害
対
応
派
遣
職
員

に
関
す
る
経
費
」
に

９
５
３
２
万
円

「
農
地
・
農
業
用
施
設
・

林
道
災
害
復
旧
事
業

費
」
に

１
５
億
７
８
０
０
万
円

「
災
害
対
応
公
用
車

　
　

購
入
経
費
」
に

２
０
０
０
万
円

「
被
災
し
た
消
防
団

車
両
の
修
理
経
費
」
に

１
３
５
９
万
円

「
災
害
救
助
費
」
に

１
５
億
９
８
６
万
円

「
水
道
事
業
」
に

４
億
７
５
０
３
万
円
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災
害
に
よ
り
生
じ
た
ガ

レ
キ
の
処
理
、
被
災
家
屋

の
消
毒
な
ど
の
経
費
及
び

被
災
家
屋
の
撤
去
の
経
費

で
す
。

　

被
災
し
た
農
家
等
に
対

し
て
農
業
施
設
の
修
繕
や

再
取
得
に
対
す
る
助
成
な

ど
、
経
営
継
続
を
支
援
す

る
た
め
の
経
費
で
す
。

　

被
災
し
た
久
喜
宮
団
地
、

林
田
東
団
地
、
杉
馬
場
団

地
の
復
旧
費
用
及
び
松
末

団
地
、
星
丸
団
地
の
解
体
、

撤
去
費
用
な
ど
で
す
。

　

三
連
水
車
の
里
あ
さ
く

ら
、
共
星
の
里
、
東
中
町

集
会
所
及
び
教
育
集
会
所
、

杷
木
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

松
末
保
育
所
な
ど
の
公
共

施
設
の
流
木
・
土
砂
撤
去
、

損
壊
箇
所
の
修
理
並
び
に

国
指
定
の
史
跡
・
建
造
物
・

天
然
記
念
物
等
の
復
旧
作

業
な
ど
に
係
る
経
費
で
す
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
借
上
料
、
送
迎

バ
ス
、
ダ
ン
プ
、
ト
イ
レ

カ
ー
な
ど
の
借
上
料
な
ど

に
係
る
経
費
で
す
。

　

道
路
、
橋
梁
、
河
川
な

ど
を
復
旧
す
る
経
費
で
す
。

　

被
災
し
た
松
末
小
、
志

波
小
学
校
の
仮
校
舎
を
久

喜
宮
小
学
校
敷
地
内
に
建

設
す
る
費
用
、
そ
れ
に
伴

う
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
、

比
良
松
中
学
校
を
は
じ
め

と
す
る
小
中
学
校
の
災
害

復
旧
費
用
で
す
。

　

行
方
不
明
者
捜
索
な
ど

に
出
役
さ
れ
た
消
防
団
員

に
対
す
る
費
用
弁
償
で
す
。

平成29年11月15日号あさくら市議会だより【平成 29 年度補正予算】

平成29年度補正予算
災害復旧・復興で膨らむ予算

一般会計　111億 6812万円
企業会計　　　6億 2387万円 の増額

一般会計補正は当初予算の約1/3の増 額　予算規模は418億7812万円に一般会計補正は当初予算の約1/3の増 額　予算規模は418億7812万円に

一般会計　111億 6812万円
企業会計　　　6億 2387万円 の増額

当 初 予 算
７月補正　（専決）
７月補正②（専決）
９ 月 補 正
補 正 額 合 計
補 正 後 予 算

30,710,000
937,960

7,670,259
2,559,909
11,168,128
41,878,128

一般会計

548,100
16,500

400,631
－　  

417,131
965,231

水道事業会計
うち収益的支出

198,870
－　  
－　  

57,900
57,900
256,770

うち資本的支出

2,104,193
－　　 

148,844
－　　 

148,844
2,253,037

うち収益的支出
下水道事業会計

（千円）

「
施
設
災
害

　

復
旧
事
業
費
」
に

１
億
２
０
５
０
万
円

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

に
関
す
る
経
費
」
に

２
０
０
０
万
円

「
農
家
に
対
す
る

  

経
営
支
援
経
費
」
に

７
億
２
９
０
２
万
円

「
公
営
住
宅
災
害

　

復
旧
事
業
費
」
に

７
７
６
０
万
円

「
被
災
し
た
小
中
学
校

の
復
旧
経
費
等
」
に

２
億
７
１
１
３
万
円

「
消
防
団
員
に
対
す
る

費
用
弁
償
費
用
」
に

１
５
０
０
万
円

「
道
路
・
橋
梁
・
河
川

災
害
復
旧
事
業
費
」
に

４
３
億
７
２
５
２
万
円

「
災
害
ガ
レ
キ
処
理
、

被
災
し
た
家
屋
の
処

分
、
消
毒
等
」
に

１
８
億
１
２
０
０
万
円

捜索活動を行う消防団
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あさくら市議会だより 【平成 28 年度決算】平成29年11月15日号

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
政
調
整
基
金
に
３
７
５
６

万
円
の
積
み
立
て
、
地
域
振

興
基
金
に
５
億
５
６
９
万
円

の
積
み
立
て
を
行
っ
た
一
方
、

減
債
基
金
を
１
億
６
８
５
６

万
円
取
り
崩
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
も
普
通
交
付

税
や
臨
時
財
政
対
策
債
合
併

な
ど
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま

し
た
が
、
普
通
交
付
税
は
平

成
28
年
度
か
ら
段
階
的
な
縮

減
が
始
ま
り
、
平
成
33
年
度

に
は
完
全
に
な
く
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
議
会
と
し
て
も
有

効
な
財
源
の
確
保
や
行
政
評

価
に
よ
る
事
務
の
改
善
、
事

業
の
優
先
性
な
ど
を
考
慮
し

た
効
率
的
な
行
財
政
運
営
が

行
え
て
い
る
か
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
決
算
審
査
特
別
委

員
会
は
、
平
成
29
年
７
月
九

州
北
部
豪
雨
で
受
け
た
本
市

の
災
害
を
考
慮
し
、
執
行
部

が
災
害
復
旧
作
業
な
ど
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
各
課
説
明
を
省
略
し
審

査
日
程
を
通
常
の
４
日
間
か

ら
２
日
間
に
短
縮
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
普
通
会
計
決

算
は
、
歳
入
総
額
２
９
９
億

８
６
８
５
万
円
、
歳
出
総
額

２
９
２
億
８
７
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
水
源
地
域
整

備
計
画
に
基
づ
く
ダ
ム
関
連

事
業
等
や
そ
の
財
源
と
な
る

基
金
積
立
金
、
杷
木
統
合
小

学
校
施
設
建
設
事
業
な
ど
に

よ
り
、
歳
入
、
歳
出
と
も
に

前
年
度
を
大
き
く
上
回
り
ま

し
た
。
実
質
収
支
は
５
億

８
６
０
７
万
円
の
黒
字
、
実
質

単
年
度
収
支
も
４
億
１
４
９
１

平
成
28
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
を
認
定

普
通
交
付
税（
合
併
優
遇
措
置
）の
段
階
的
な
縮
減
が
始
ま
る

普
通
会
計…

地
方
財
政
状
況
調
査
上
、

統
一
的
に
用
い
ら
れ
る
会
計
区
分
で

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
他
の
自
治
体

と
同
条
件
で
財
政
状
況
を
比
較
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　本
市
の
場
合
は
、「
一
般
会
計
」に「
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計
」
と

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
の
「
美

奈
宜
の
杜
地
域
し
尿
処
理
」
を
合
計

し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

292億6162万円

853万円

993万円

86億8583万円

2億5130万円

8億3428万円

53億3103万円

100万円

21億7135万円

3億6872万円

2億8032万円

68万円

179億4302万円

472億　464万円

299億6147万円

853万円

993万円

83億1757万円

2億6241万円

8億5958万円

54億2447万円

1299万円

21億9040万円

3億8717万円

2億8697万円

68万円

177億6074万円

477億2222万円

一　般　会　計

特

　別

　会

　計

合　　　　　計

※万未満切り捨てのため、計が一致していません。
　【平成28年度普通会計歳入歳出決算の主な財政指標】
　　歳　入　総　額　299億8685万円　前年度　284億1806万円
　　歳　出　総　額　292億8700万円　前年度　277億3952万円
　　経 常 収 支 比 率　　　　 90.9　　　前年度　　　　 89.9
　　実質公債費比率　　　　 　8.6　　　前年度　　　　 　8.4
　　財 政 力 指 数　　　　 　0.54　　 前年度　　　　 　0.55 
　　基 金 現 在 高　133億9989万円（前年度比3億3611万円増）
　　地 方 債 現 在 高　271億2397万円（前年度比12億3036万円増）

区　　　分 歳　　入 歳　　出

平成28年度　朝倉市会計別決算

国 民 健 康 保 険
（ 事 業 勘 定 ）

介 護 保 険
（ 保 険 事 業 勘 定 ）
介 護 保 険

（介護サービス事業勘定）

国 民 健 康 保 険
（直営診療施設勘定）

住宅新築資金等貸付

簡 易 水 道

後 期 高 齢 者 医 療

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

個 別 排 水 事 業

工業用地造成事業

小 計
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あさくら市議会だより【議案等の審議結果】 平成29年11月15日号



あさくら市議会だより 【次回定例会日程・編集後記】

【
請
願
趣
旨
】

　

被
災
し
た
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
施
設
・
設
備

の
復
旧
、
並
び
に
再
興
等
に

対
す
る
補
助
金
制
度
を
創
設

さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関
に
要

請
す
る
こ
と

【
請
願
者
】

　

朝
倉
商
工
会
議
所

　
　

会
頭　

大
隈　

晴
明

　

朝
倉
市
商
工
会

　
　

会
長　

岩
下　

繁
隆

【
紹
介
議
員
】

　

梶
原　

康
嗣

　

半
田　

雄
三

　

浅
尾　

静
二

　

全
会
一
致
で
採
択
し
、
同

趣
旨
の
意
見
書
を
関
係
機
関

に
提
出
し
ま
し
た
。

【
意
見
書
要
旨
】

１�

、
実
効
性
の
あ
る
補
正
予

算
の
追
加
や
地
方
交
付
税

等
に
よ
る
十
分
な
財
政
支

援
を
図
る
こ
と

２�

、
平
成
24
年
度
の
九
州
北

部
豪
雨
災
害
と
今
回
の
災

害
に
よ
り
合
併
に
伴
う
事

業
が
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
そ

の
影
響
が
軽
減
さ
れ
る
よ

う
に
合
併
特
例
債
の
期
限

延
長
を
図
る
こ
と

【
提
出
者
】

　

稲
富　

一
實

　

手
嶋　

栄
治

　

浅
尾　

静
二

　

今
福　

勝
義

　

全
会
一
致
で
可
決
し
、
関

係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

発行：朝倉市議会　　編集：広報委員会  　  〒838-8601　福岡県朝倉市菩提寺412番地2
Tel:（0946）22－1111（代表）  Fax:（0946）22－1125  E-mail:gikai@city.asakura.lg.jp

あさくら市議会だより

　
７
月
５
日
か
ら
本
市
を

襲
っ
た
豪
雨
で
は
、
30
名
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
今
な
お

４
名
の
方
が
行
方
不
明
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
朝
倉
市

11
月
１
日
現
在
）
一
日
も
早

く
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈

り
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
ま
た
、
被
災
さ
れ
て
不
自

由
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る

皆
様
が
一
日
も
早
く
元
の
生

活
に
戻
ら
れ
ま
す
よ
う
、
さ

ら
に
、
無
残
に
破
壊
さ
れ
た

我
ら
が
郷
土
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
市
議
会
と
し
て
も
執

行
部
と
力
を
合
わ
せ
、
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
復
旧
復
興
に
向
け
、
な
お

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。委

員
長
　
今
福
　
勝
義

副
委
員
長
　
重
松
　
一
英

委
　
　
員
　
村
上
百
合
子

委
　
　
員
　
浅
尾
　
静
二

委
　
　
員
　
堀
尾
　
俊
浩

委
　
　
員
　
佐
々
木
明
子

広
報
委
員
会

平成29年11月15日号

12月議会　会期日程（予定）

12月定例会の会期日程は、11月30日(木)開催
予定の議会運営委員会で変更になる場合があ
ります。

◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
　(考案日)
○一般質問
○一般質問
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
◇常任委員会
　(事務整理日)
○議案等の審議
　（委員長報告　質疑・討論・採決）
○諸般の報告
◎閉会　

12月5日

6・7日
8・11日
12日

13・14日
15・18日
19日

請
願
書

請
願
書

意
見
書

意
見
書

平
成
29
年
７
月
九
州

北
部
豪
雨
に
お
け
る

被
災
商
工
業
者
へ
の

復
旧
復
興
支
援
に
関

す
る
請
願
書

平
成
29
年
７
月
九
州

北
部
豪
雨
災
害
に
お

け
る
特
別
の
財
政
支

援
及
び
合
併
特
例
事

業
債
の
適
用
期
間
延

長
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
朝
倉
市
の
被
災

に
対
し
、
多
く
の
市
町
村
議
会
・
議
長
会
・
各
団
体
の
皆

様
か
ら
、
心
温
ま
る
お
言
葉
と
義
援
金
及
び
見
舞
金
を
頂

戴
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
義
援
金
及
び
見
舞

金
は
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
支
援
、
市
の
復
旧
・
復
興
の

た
め
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

朝
倉
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
被
災
さ
れ
た
方
々

の
た
め
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆

様
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


